
26L301 担当形態

開講学期 1

担当者 松島　完 複数

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未
来創生コース

配当年次 2年次 秋学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

科目区分 専門教育科目 授業科目名 長崎観光フィールドワーク 科目コード

授業の主題
長崎という観光都市の特性を理解し、地域資源の価値を再発見する。学生自らが地域を歩き、調査・考察を
行いながら「長崎女子短大オリジナルさるくコース」を企画・提案することを目標とする。観光県長崎を担
う社会人としての知識・素養を実践的に培う。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

可能な限り、個別コメントや口頭講評を軸にし、質問や意見は随時受け付け、学習をサポートす
る。

授業の方法
前期で学んだ「長崎観光入門」の学習を踏まえ、グループワークやフィールドワークなど、学生自らが動い
て学ぶ授業を行い、その成果発表を行う。学生が主体的に地域を歩き、観光コースの企画・検証を行うこと
で、実践的な観光理解を深める。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

フィールドワーク：長崎市内を実際に歩き、観光資源を観察・記録する。
グループ(個人)ワーク：「長崎女子短さるくコース」をテーマに、調査結果をもとに観光ルートを
企画する。
プレゼンテーションやディスカッション：成果を発表し、意見交換を通じて内容を改善する。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 演習 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

事前・事後学修

第1回 ガイダンス、「さるく」とは何か 受講に当たっての抱負をレポートにまとめる 第9回 コースデザイン(ガイド含む)作成①　※特別講師予定 コースの地図を作成

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

コースの地図を作成

第3回 人気の観光地とは（世界・国内・県内・市内） 学習したことを踏まえてレポートにまとめる 第11回 さるくコース発表①　※一般の方へ案内 発表準備・復習

第2回 長崎観光の特徴と課題 授業のポイントを整理・復習 第10回 コースデザイン(ガイド含む)作成②

発表準備・復習

第5回
長崎女子短期大学の内部・周辺を歩く（フィールドワークの仕
方）　※特別講師予定

授業のポイントを整理・復習 第13回 さるくコース発表③　※一般の方へ案内 発表準備・復習

第4回 人気のさるくコース、人気のまち歩き事例とは　※特別講師予定 授業のポイントを整理・復習 第12回 さるくコース発表②　※一般の方へ案内

授業のポイントを整理・復習

第7回 長崎女子短期大学の内部・周辺を歩く（フィールドワーク①） 学習したことを踏まえてレポートにまとめる 第15回 振り返りまとめ 発表を聞いて、感想をレポートにまとめる

第6回 コースデザイン(ガイド含む)の仕方　※特別講師予定 学習したことを踏まえてレポートにまとめる 第14回 さるくコースの発信について

教科書
[書名／著者
名／出版社]

教科書なし

受講生への
メッセージ

この授業は、観光県長崎の第一線で活躍できる担い手を育てることをねらいとしています。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回
長崎女子短期大学の関係者への聴き取りや調査（フィールドワー
ク②

学習したことを踏まえてレポートにまとめる
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
45分／授業1回
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レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

10 10

授業への参加意識が乏
しく、指名しても発言
しない。欠席時に連絡
しない。

②
規律性

10 10 課題を提出しない。

③
知識

④
技能

⑤
情報
活用
能力

30 20 10

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集しておらず、わかり
にくい。

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

40 20 20

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集しておらず、わかり
にくい。

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

10 10
自分からの発言や提案
はなく、チームにほと
んど参加していない。

⑩
協働性

100 50 30 20

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

授業や課題への取り組み
欠席時の連絡・フォロー
の徹底

積極的に授業に参加
し、自発的に発言がで
きる。欠席時は事前に
連絡ができる。

授業に参加し、指名さ
れれば発言できる。欠
席時は事前に連絡がで
きる。

授業に参加し、指名さ
れれば発言できる。欠
席時に連絡ができる。

授業への参加が受け身
で、指名されれば発言す
るものの言葉数が少な
い。欠席時に連絡しな
い。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

授業への参加意識が欠
如することなく、向上
心を持って真面目に受
講することができる。

勤勉性
真摯さ
自己管理力

提出物の期限を守り、
指示された条件で提出
することが出来る。

勤勉性
誠実さ
自己管理力

創
造

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断

多様な情報を指示され
た条件に従って提出
物・発表物を編集し、
効果的にまとめること
ができる。

多様な情報を収集し、
他者にわかりやすくま
とめる力

提出物の期限厳守
全ての課題を期日まで
に提出できる。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題
が1つある。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題
が2つある。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題が
3つある。

提出物・発表物の仕上が
り、創意工夫、完成度

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、必要な情報を入
れており非常にわかり
やすい。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、必要な情報を入
れており、わかりやす
い。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集してまとめており、
必要な情報は最低限含
まれている。

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集し
てまとめているが、情報
が不足しており、ややわ
かりにくい。

表
現

多様な情報を指示され
た条件に従って提出
物・発表物を編集し、
効果的にまとめ、わか
りやすく表現できる。

多様な情報を収集し、
他者にわかりやすく表
現する力

提出物・発表物における
独自の表現力とわかりや
すさ

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、独自の表現力で
必要な情報を入れてお
り非常にわかりやす
い。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、独自の表現力で
必要な情報を入れてお
り、わかりやすい。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集してまとめており、
必要な情報は最低限含
まれている。

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集し
てまとめているが、情報
が不足しており、ややわ
かりにくい。

合計

実
践

行
動
・
応
用

計画し主体的な行動が
できるようになる。

計画を遂行する力 授業への積極性

毎回、自分から発言や
提案を行い、課題に工
夫を加え、チームを積
極的にリードしてい
る。

ほとんどの回で自分か
ら発言をし、自分の役
割を責任ももって果た
している。

数回は自分から発言を
行うが、それ以外は支
持を待っている。

自分からの発言や提案は
ほとんどなく、指示がな
いと取り組めない。


